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公民館HP
QRコード

植物・風景・動物・あなたの身近な出来事などの写真を募集しています。ちょこっとメッセージを添えていただくと
嬉しいです。携帯のスナップ写真大歓迎です。受け取りにも伺います。メールアドレス 電話番号は巻末に。

▶︎ 暦：冬至とうじ12/22~1/5 頃～小寒しょうかん 1月6日～1月19日頃

▶︎ 12月4日(土)　1・17メモリアル　竹灯籠作り

 赤崎地域のすこやかクラブ西村代表が世話役となり、今年も『震災メモリアル竹灯籠』を作りました。
【阪神淡路大震災1.17のつどい】
「1995年1月17日　午前5時46分。阪神淡路大震災が発生し、私たちの大切なものを数多く奪っていきまし
た。あの震災から、まもなく28年を迎えようとしています。震災でお亡くなりになられた方を追悼するとと
もに、震災で培われた「きずな・支えあう心」「やさしさ・思いやり」の大切さを次世代へ語り継いでいくた
め、2023年1月17日（火）に「阪神淡路大震災1.17のつどい」を、神戸市中央区の東遊園地で行います。

「阪神淡路大震災1.17のつどい」東遊園地会場について
日時＝2023年1月16日（月）17時～1月17日（火）21時まで
場所＝中央区東遊園地（神戸市役所南側）

　　　　　　　⬅ 詳しくは【公式】阪神淡路大震災1.17のつどい
　　 　　　　　　ホームページをご覧ください。

暮らしに役立つ暦生活のページ➡

　12月19日。大雪 (12月7日～12月21日頃) のうちに、きっちり大雪が降
りました。今回は最初の暴風がぴったり止み、山より海側にたくさん積もっ
たようです。おおよそ３０cmくらいでしょうか。

　これからクリスマス、大晦日に向けて、降ったり
止んだりが続きそうです。最高気温も毎日10°を下回
る予想が出されています。忙しく慌ただしい年の瀬
ですが、暖かくして落ち着いて、無事に新しい年を
迎えましょう。
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▶︎ 11月22日(火) 赤崎地域 こんにゃく作り

vimeo動画

　赤崎地域の「愛宕神社と諸島稲荷神社」はどちらも参拝するのが険しい山頂に有
り、かねてよりお参りしやすい場所への移転が検討されていました。具体的な日程
が決まり、11月16日の朝、愛宕神社は、薬師堂の横に新しく建てた祠に遷座さ
れ、諸島稲荷神社は宇都野神社にある稲荷神社に合祀されました。

 　今回は～こんにゃくの歴史～を。　詳しくは老舗こんにゃく屋「谷田商店」さんのHPで➡

コンニャクの歴史は古く我が国には中国から仏教の伝来とともに精進料理として伝わったと言われる説や、飛
鳥時代の欽明天皇「きんめいてんのう」（539～571年）聖徳太子が生まれる少し前の頃に朝鮮から伝わった
説、又同じく飛鳥時代に遣唐使（630～894年）が持ち帰ったという説があります。初めの頃は医薬用として
珍重され貴族や王族しか食べられなかったのですが、やがて一般の人の食べ物になっていったようです。
　コンニャクの名が載っている日本で一番古い書物は平安時代の歌人、源順「みなもとのしたごろう」が書い
た「倭名類聚抄」（わみょうるいじゅしょう）（931～937年）という辞書でこの中に次のように述べられて
います。「蒟蒻、其の根は白く、灰汁をもって煮れば、すなわち凝成す。苦酒（酢）をもってひたし、これを
食す。」（コンニャクの根っこは白く、灰から作ったアク汁で煮ると固まり、酢をつけて食べる。）この記述
から、当時すでにコンニャク芋を灰汁で処理することで食用となることが知られていたようです。その後平安
時代の「拾遺和歌集」（しゅういわかしゅう）（1005～1007年）の中にもコンニャクが歌われています。コ
ンニャクが一般に知られ常食化したのは鎌倉時代以降と思われます。もともとは海外から伝わったとされてい
ますが、1000年以上にわたって代々受け継がれてきた日本ならではの食材それが　“コンニャク”　なのです。

▶︎ 11月16日(水) 赤崎愛宕神社の移転と諸島稲荷神社の合祀

 　各家で育てた藁を持ち寄りしめ縄作りを行いました。お宮さんやお堂、
公民館や各家々のお飾りを3日ほどかけて作ります。しめ縄かざりなどの神
様に関わる仕事は、家長の男性が行うものと思っていましたが、こちらに来
てほとんど女性が担っていることが不思議でした。兼業農家が増え家長は勤
めに忙しくなり、家のことは女性と年寄りが担っているということになった
のですね。しめ縄飾りの形・作り方は地域によって様々で、日本国内でも種
類は３００種にも及ぶそうです。残してゆきたい日本の手仕事です。

▶︎ 12月12~14日 赤崎地域 しめ縄作り
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 ①

　　　　　　　　　　11月22日にクリスマス会を行う予定です

🎄 😄

雪が落ち着きますように

🙏

▶︎ 11月26日(土) 田井サロン 折り紙教室 ～からふる独楽～

▶︎ 1２月17日(土)　田井子供会　臼と杵で餅つき体験in牧場公園

～ブンダバー・こども体験活動～
▶︎ １月22日(日)葉脈標本つくり

⬅直接申し込み
(Googleフォーム)
又は赤崎地区公民館へ
お問い合わせください　

▶︎発熱等受診・相談センター(豊岡健康福祉事務所)　
　電話：0796-26-3660　平日9時～17時30分
　※以外の平日夜間及び土日祝日は、新型コロナ
　健康相談コールセンター電話 078-362-9980

▶︎新温泉町コロナワクチン接種コールセンター 
   電話：0796-99-2011・2012

▶︎予防・検査・医療に関するご相談　
　新型コロナ健康相談　電話 078-362-9980   
　受付時間：24時間（土曜・日曜・祝日含む）

←兵庫県内感染状況リンクQRコード

 　「田井子供会では、いつものクリスマス会の代わりに、今年は牧場公園の餅つ
き体験をしてきました！杵と臼を使い、めったに出来ない体験でした！」子供会
のお母さんからメッセージと写真が届きました。「牧場公園の餅つき指導のお兄
さんに、臼と杵の扱い方を教わり、一升の餅米を交代でぺったんぺったん。つき
たてのお餅をきな粉とあんこと砂糖醤油でいただきました。たくさんできたお餅
を皆で分けてお土産に持ち帰りました。」美味しくて良い体験ができました！
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赤崎地区公民館へのお問い合わせ
〠669-6714 兵庫県美方郡新温泉町赤崎631番地  
☎(0796)82-3678　公民館長　二階堂 寿江(にかいどうとしえ）

FAX       ( 0796 )82 -5563
電話(携帯)  090 8233 0843 
Mail toshienikaido@icloud.com
メールアドレスQRコード➡

赤崎地区公民館HP　http : / /akasak i . s t r i k ing ly .com/
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            日                     月                    火                     水                     木                     金                    土

▼移動図書館　第4水曜
　和田　14:25~14:40　赤崎　14:50~15:05
　田井　15:50~16:05　指杭　16:10~16:25

            日                     月                    火                     水                     木                     金                    土


